
(57)【要約】

【課題】安価で、他部材を要することなく先端パーツを

しっかりと保持でき、先端パーツのセットも容易に行う

ことができるばかりでなく先端パーツのセット前の状態

では嵩張ることのない、電動工具用先端パーツの陳列ハ

ンガーを提供する。

【解決手段】ハンガー本体1は、シート材から成る。ハ

ンガー本体表面に、所定間隔をおいて谷折り線2と、第

一山折り線3と、第二山折り線4とが設けられ、これらの

折り線を所定方向に折り曲げることによりコ字状に突出

したホルダー部12が形成される。ハンガー本体上端から

谷折り線に至る第一領域5には吊るし部9が、谷折り線か

ら第一山折り線に至る第二領域6には先端パーツのシャ

ンク部を保持する保持孔10が、また、第二山折り線から

ハンガー本体の下端に至る第三領域7には、シャンク部

の通孔11が形成されている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 方 向 所 定 位 置 に 凹 溝 を 有 す る シ ャ ン ク 部 を 備 え た 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ を 、 陳 列 用 フ ッ
ク な ど に 吊 下 げ 支 承 す る 、 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 用 ハ ン ガ ー で あ っ て 、
シ ー ト 材 か ら 成 る ハ ン ガ ー 本 体 の 表 面 に 、 上 端 か ら 所 定 間 隔 を お い て 谷 折 り 線 と 、 第 一 山
折 り 線 と 、 第 二 山 折 り 線 と を 順 次 設 け 、
ハ ン ガ ー 本 体 上 端 か ら 谷 折 り 線 に 至 る 第 一 領 域 に 吊 る し 部 を 設 け 、
谷 折 り 線 か ら 第 一 山 折 り 線 に 至 る 第 二 領 域 に 先 端 パ ー ツ の シ ャ ン ク 部 の 上 記 凹 溝 を 保 持 す
る 保 持 孔 を 、 ま た 、 第 二 山 折 り 線 か ら ハ ン ガ ー 本 体 の 下 端 に 至 る 第 三 領 域 に 上 記 シ ャ ン ク
部 の 通 孔 を そ れ ぞ れ 形 成 し 、
　 谷 折 り 線 と 第 一 及 び 第 二 の 山 折 り 線 に よ っ て ハ ン ガ ー 本 体 を 所 定 方 向 に 折 り 曲 げ 、 第 三
領 域 の 通 孔 に シ ャ ン ク 部 を 下 方 か ら 挿 通 し て 第 二 領 域 の 保 持 孔 に シ ャ ン ク 部 の 凹 溝 を 保 持
さ せ る こ と に よ り 、 第 二 領 域 か ら 第 三 領 域 に か け て の 部 分 が 第 一 領 域 表 面 か ら コ 字 状 に 突
出 し た ホ ル ダ ー 部 を 形 成 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 用 ハ ン ガ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 ハ ン ガ ー に お い て 、
前 記 第 一 領 域 が 第 二 領 域 よ り も 幅 狭 に 形 成 さ れ 、
第 一 領 域 の 両 側 に 保 形 用 側 板 が 連 設 さ れ る 一 方 、 第 二 領 域 の 表 面 両 側 に 溝 部 が 設 け ら れ 、
保 形 用 側 板 の 下 端 に は 、 上 記 溝 部 に 嵌 合 す る 舌 片 が 一 体 的 に 連 設 さ れ 、
第 一 領 域 の 前 方 に 向 け 略 ９ ０ 度 に 谷 折 り し た 保 形 用 側 板 の 舌 片 を 、 上 記 第 二 領 域 の 溝 部 に
嵌 合 し て 第 一 領 域 と 第 二 領 域 を 略 ９ ０ 度 の 折 り 状 態 に 保 持 す る 、
電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 用 ハ ン ガ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
ハ ン ガ ー 本 体 が 、 合 成 樹 脂 製 の シ ー ト 材 か ら 成 る 、
請 求 項 １ も し く は ２ 記 載 の 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 用 ハ ン ガ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
第 一 領 域 に 設 け ら れ る 吊 る し 部 が 、 陳 列 用 フ ッ ク に 掛 止 さ れ る 掛 止 孔 で あ る 、
請 求 項 １ も し く は ２ 記 載 の 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 ハ ン ガ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
第 一 領 域 が 、 商 品 名 な ど を 表 示 す る 表 示 部 で あ る 、
請 求 項 １ も し く は ２ 記 載 の 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 ハ ン ガ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
保 持 孔 が 、 シ ャ ン ク 部 の 外 径 よ り 小 径 で 、 シ ャ ン ク 部 の 凹 溝 の 径 と ほ ぼ 等 し い か や や 大 き
め の 径 に 形 成 さ れ 、 孔 周 縁 部 に 放 射 状 の 切 り 込 み を 有 し 、 シ ャ ン ク 部 が 下 方 か ら 挿 通 さ れ
た と き に 切 り 込 み 部 に よ っ て 保 持 孔 周 縁 に 形 成 さ れ た 複 数 の 爪 片 が 拡 開 し た 後 、 弾 性 復 帰
し て シ ャ ン ク 部 の 凹 溝 内 に 入 り 込 む 、
請 求 項 １ も し く は ２ 記 載 の 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 ハ ン ガ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 一 山 折 線 と 第 二 山 折 線 と の 間 の 第 四 領 域 の 上 下 幅 が 、 先 端 パ ー ツ の シ ャ ン ク 部 の 基
端 か ら 前 記 凹 溝 ま で の 長 さ と ほ ぼ 等 し い 長 さ に 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ も し く は ２ 記 載 の 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 ハ ン ガ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 先 端 パ ー ツ が 、 電 動 ド リ ル の ビ ッ ト ソ ケ ッ ト で 、
保 持 孔 が シ ャ ン ク 部 に 形 成 さ れ た 凹 溝 に 嵌 ま り 込 ん で ビ ッ ト ソ ケ ッ ト を 吊 下 げ 支 持 す る 、
　 請 求 項 １ も し く は ２ 記 載 の 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 ハ ン ガ ー 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-296952 A 2006.11.2



本 発 明 は 、 電 動 ド リ ル の ビ ッ ト ソ ケ ッ ト な ど の 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ を 陳 列 用 フ ッ ク な ど
に 吊 下 げ 支 承 す る た め の 、 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 用 ハ ン ガ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
電 動 ド リ ル の ビ ッ ト ソ ケ ッ ト な ど の 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ （ 以 下 、 単 に 先 端 パ ー ツ と い う
） は 、 一 般 に 、 店 頭 で 陳 列 さ れ る 際 、 盗 難 防 止 の 観 点 か ら 、 引 張 っ て も 容 易 に 抜 け 外 れ な
い 構 造 の ハ ン ガ ー に 保 持 さ れ て 陳 列 用 フ ッ ク 部 材 に 吊 下 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ う し た ハ ン ガ ー の 一 例 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ 記 載 の 発 明 が あ る 。
こ の ハ ン ガ ー は 、 図 ７ と 図 ８ に 示 す よ う に 、 合 成 樹 脂 製 の 板 状 体 に よ っ て 形 成 さ れ た ハ ン
ガ ー 本 体 Aの 板 面 上 部 に 、 フ ッ ク 部 材 へ の 掛 止 孔 Bを 形 成 す る 一 方 、 板 面 下 部 に 、 開 口 部 C
を 形 成 し 、 当 該 開 口 部 Cに 対 向 し て 被 嵌 部 Dを 板 面 か ら 一 体 的 に 突 出 さ せ て あ る 。 被 嵌 部 D
は 、 先 端 パ ー ツ Tの シ ャ ン ク 部 Sを 吊 下 げ 保 持 す る た め の も の で 、 平 面 視 逆 Ｕ 字 状 の 帯 状 体
か ら 成 り 、 内 側 に シ ャ ン ク 部 外 周 に 形 成 さ れ た 凹 溝 Uに 係 止 さ れ る 吊 下 げ 用 係 止 部 Eが 突 設
さ れ て い る 。
そ し て 、 ハ ン ガ ー 本 体 Aの 表 面 側 か ら 開 口 部 下 部 に シ ャ ン ク 部 Sを 斜 め に 挿 込 み 、 手 前 側 に
シ ャ ン ク 部 を S起 立 さ せ る こ と に よ り 、 被 嵌 部 Dに 設 け た 吊 下 げ 用 係 止 部 Eを シ ャ ン ク 部 Sの
凹 溝 Uに 嵌 め 込 ま せ て 先 端 パ ー ツ Tを 吊 下 げ 支 承 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 他 の 従 来 例 と し て 、 図 ９ に 示 す も の も あ る 。
　 こ の ハ ン ガ ー は 、 同 様 に 板 状 体 に よ っ て 形 成 さ れ た ハ ン ガ ー 本 体 Fの 板 面 上 部 に フ ッ ク
部 材 へ の 掛 止 孔 Gが 形 成 さ れ 、 ハ ン ガ ー 本 体 Fの 下 部 に ハ ン ガ ー 本 体 Fの 板 面 か ら 一 体 的 に
連 設 さ れ た ホ ル ダ ー 部 Hに よ っ て 先 端 パ ー ツ Tを 吊 下 げ 支 承 す る 。
　 ホ ル ダ ー 部 Hは 、 上 下 ２ 段 に 配 置 さ れ た 厚 み の あ る 円 盤 状 を 成 す ケ ー ス I内 に ゴ ム 製 の 保
持 部 材 Jを 装 着 し て 成 る 。 保 持 部 材 Jに は 、 中 心 に 先 端 パ ー ツ Ｔ の シ ャ ン ク 部 Ｓ の 外 径 よ り
も や や 小 径 の 通 孔 Ｋ が 形 成 さ れ て い る 。
　 使 用 に 際 し て は 、 ホ ル ダ ー 部 下 方 か ら シ ャ ン ク 部 Sを 保 持 部 材 Jの 通 孔 Kを 押 し 広 げ る よ
う に し て 挿 込 み 、 シ ャ ン ク 部 外 周 面 を 保 持 部 材 Jの 通 孔 Kの 径 方 向 内 方 へ の 弾 性 力 と 摩 擦 力
に よ っ て 、 抜 止 め す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ４ ０ ８ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
と こ ろ が 、 上 記 し た 従 来 技 術 は 、 次 の 問 題 点 を 有 す る 。
特 許 文 献 １ 記 載 の ハ ン ガ ー 及 び 図 ９ 記 載 の ハ ン ガ ー は 、 い ず れ も 合 成 樹 脂 製 の 板 状 体 に 特
異 な 形 状 の 被 嵌 部 Dや ホ ル ダ ー 部 Hを 一 体 的 に 形 成 し て 成 る も の で あ る か ら 、 型 成 型 に コ ス
ト が か さ み 、 製 品 単 価 が そ の 分 、 高 く な り 、 し か も 先 端 パ ー ツ Tを セ ッ ト す る 前 の 状 態 で
被 嵌 部 Dや ホ ル ダ ー 部 Hが 板 状 の ハ ン ガ ー 本 体 A,Fか ら 突 出 す る た め 、 嵩 張 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
特 許 文 献 １ 記 載 の ハ ン ガ ー の 場 合 、 開 口 部 Cの 裏 面 側 、 す な わ ち 被 嵌 部 Dの 開 放 面 を シ ー ト
材 な ど の シ ー ル 部 材 に よ っ て 覆 わ な い 限 り 、 シ ャ ン ク 部 Sの 先 端 部 を 被 嵌 部 Dの 開 放 面 方 向
に 押 す と 、 て こ の 原 理 に よ っ て 先 端 パ ー ツ Tが 比 較 的 容 易 に ハ ン ガ ー 本 体 Aよ り 離 脱 し て し
ま う 。 ま た 、 シ ー ル 部 材 を ハ ン ガ ー 本 体 Aの 裏 面 に 貼 着 す る と な る と 、 先 端 パ ー ツ Tを ハ ン
ガ ー に 組 み 付 け る の に 、 先 端 パ ー ツ Tの 嵌 め 込 み と シ ー ル 部 材 の 貼 着 の ２ 工 程 が 必 要 と な
り 、 手 間 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ９ 記 載 の ハ ン ガ ー は 、 ホ ル ダ ー 部 Ｈ に ゴ ム 製 の 保 持 材 Jを 装 着 す る た め 、 そ の 分 、 製 造
コ ス ト が 高 く な る ば か り で な く 、 ハ ン ガ ー の 製 造 工 程 も そ の 分 手 間 が か か る 。 ま た 、 こ の
ハ ン ガ ー は 、 シ ャ ン ク 部 外 周 面 を 保 持 材 Jの 弾 性 力 と 摩 擦 力 に よ っ て 保 持 す る も の で あ る
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た め 、 大 き な 抜 止 め 力 を 得 よ う と す る と 、 逆 に シ ャ ン ク 部 挿 入 時 の 抵 抗 力 が 大 き く な り 、
先 端 パ ー ツ Ｔ を ハ ン ガ ー に セ ッ ト す る の に 、 や っ か い と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 術 に 比 べ て 製 造 コ ス ト が 安 価 で 、 他 部 材 を 要 す る こ と な く 先 端 パ ー
ツ を し っ か り と 保 持 で き 、 先 端 パ ー ツ の セ ッ ト も 容 易 に 行 う こ と が で き 、 し か も 先 端 パ ー
ツ の セ ッ ト 前 の 状 態 で は 嵩 張 る こ と の な い 、 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳 列 ハ ン ガ ー を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 次 の 構 成 を 備 え る 。
す な わ ち 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 軸 方 向 所 定 位 置 に 凹 溝 を 有 す る シ ャ ン ク 部 を 備 え た 電
動 工 具 用 先 端 パ ー ツ を 、 陳 列 用 フ ッ ク な ど に 吊 下 げ 支 承 す る 、 電 動 工 具 用 先 端 パ ー ツ の 陳
列 用 ハ ン ガ ー を 改 良 し た も の で あ る 。 ハ ン ガ ー 本 体 は 、 シ ー ト 材 か ら 成 る 。 ハ ン ガ ー 本 体
の 表 面 に は 、 上 端 か ら 所 定 間 隔 を お い て 谷 折 り 線 と 、 第 一 山 折 り 線 と 、 第 二 山 折 り 線 と が
順 次 設 け ら れ て い る 。 ハ ン ガ ー 本 体 上 端 か ら 谷 折 り 線 に 至 る 第 一 領 域 に は 、 吊 る し 部 が 設
け ら れ る 。 谷 折 り 線 か ら 第 一 山 折 り 線 に 至 る 第 二 領 域 に は 、 先 端 パ ー ツ の シ ャ ン ク 部 の 上
記 凹 溝 を 保 持 す る 保 持 孔 が 形 成 さ れ 、 ま た 、 第 二 山 折 り 線 か ら ハ ン ガ ー 本 体 の 下 端 に 至 る
第 三 領 域 に は 、 シ ャ ン ク 部 の 通 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 谷 折 り 線 と 第 一 及 び 第 二 の
山 折 り 線 に よ っ て ハ ン ガ ー 本 体 を 所 定 方 向 に 折 り 曲 げ 、 第 三 領 域 の 通 孔 に シ ャ ン ク 部 を 下
方 か ら 挿 通 し て 第 二 領 域 の 保 持 孔 に シ ャ ン ク 部 の 凹 溝 を 保 持 さ せ る こ と に よ り 、 第 二 領 域
か ら 第 三 領 域 に か け て の 部 分 が 第 一 領 域 表 面 か ら コ 字 状 に 突 出 し た ホ ル ダ ー 部 を 形 成 す る
、 も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 構 成 に 加 え て 、 第 一 領 域 が 第 二 領 域
よ り も 幅 狭 に 形 成 さ れ 、 第 一 領 域 の 両 側 に 保 形 用 側 板 が 連 設 さ れ る 一 方 、 第 二 領 域 の 表 面
両 側 に 溝 部 が 設 け ら れ て い る 。 保 形 用 側 板 は 、 下 端 に 上 記 溝 部 に 嵌 入 さ れ る 舌 片 を 有 す る
。 そ し て 、 第 一 領 域 の 前 方 に 向 け 略 ９ ０ 度 に 谷 折 り し た 保 形 用 側 板 の 舌 片 を 、 第 二 領 域 の
溝 部 に 嵌 合 し て 第 一 領 域 と 第 二 領 域 を 略 ９ ０ 度 の 折 り 状 態 に 保 持 す る 、 も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ハ ン ガ ー 本 体 を 構 成 す る シ ー ト 材 は 、 １ ｍ ｍ 程 度 の 厚 み を 持 つ 合 成 樹 脂 製 シ ー ト や 紙 製 シ
ー ト に ラ ミ ネ ー ト 加 工 を 施 し た も の な ど 、 あ る 程 度 の 剛 性 と 可 撓 性 を 備 え た も の が 選 択 さ
れ る 。 ハ ン ガ ー 本 体 の 外 形 形 状 は 、 別 段 制 限 さ れ る も の で は な い が 、 略 短 冊 形 状 の 細 長 い
も の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 一 領 域 に 設 け ら れ る 吊 る し 部 は 、 陳 列 用 フ ッ ク に 掛 止 さ れ る も の で あ れ ば 、 掛 止 孔 、 掛
止 溝 な ど 、 任 意 の も の が 適 用 可 能 で あ る 。
第 一 領 域 は 、 他 の 領 域 に 比 べ て 比 較 的 大 き な 面 積 と し 、 商 品 名 な ど を 表 示 す る 表 示 部 に 構
成 す る こ と も で き る 。 表 示 部 に お け る 表 示 は 、 印 刷 や 表 示 部 に 貼 着 さ れ る ラ ベ ル に よ っ て
行 う よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
保 持 孔 は 、 例 え ば 、 シ ャ ン ク 部 の 外 径 よ り 小 径 で 、 シ ャ ン ク 部 の 凹 溝 の 径 と ほ ぼ 等 し い か
や や 大 き め の 径 に 形 成 さ れ 、 孔 周 縁 部 に 放 射 状 の 切 り 込 み を 有 す る 。 そ し て 、 シ ャ ン ク 部
が 下 方 か ら 挿 通 さ れ た と き に 切 り 込 み 部 に よ っ て 保 持 孔 周 縁 に 形 成 さ れ た 複 数 の 爪 片 が 拡
開 し た 後 、 弾 性 復 帰 し て シ ャ ン ク 部 の 凹 溝 内 に 入 り 込 ん で シ ャ ン ク 部 を 保 持 す る 。
第 三 領 域 に 形 成 さ れ る 通 孔 は 、 シ ャ ン ク の 外 径 と ほ ぼ 等 し い か こ れ よ り 若 干 小 さ め の 径 に
す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 一 山 折 線 と 第 二 山 折 線 と の 間 の 第 四 領 域 は 、 そ の 上 下 幅 が 、 先 端 パ ー ツ の シ ャ ン ク 部 の
基 端 か ら 前 記 凹 溝 ま で の 長 さ と ほ ぼ 等 し い 長 さ に 形 成 さ れ て い る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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本 ハ ン ガ ー に よ っ て 吊 下 げ 支 承 さ れ る 記 先 端 パ ー ツ は 、 各 種 工 具 の 先 端 パ ー ツ が 考 え ら れ
る が 、 例 え ば 電 動 ド リ ル の ビ ッ ト ソ ケ ッ ト の 場 合 、 保 持 孔 が シ ャ ン ク 部 に 形 成 さ れ た 凹 溝
に 嵌 ま り 込 ん で ビ ッ ト ソ ケ ッ ト を 吊 下 げ 支 持 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ も し く は ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ハ ン ガ ー 本 体 が 他 部 材 を 必 要 と し な い 単 純 な
１ 枚 の シ ー ト 材 か ら 成 り 、 折 線 に し た が っ て ハ ン ガ ー 本 体 を 所 定 方 向 に 折 り 曲 げ 、 ホ ル ダ
ー 部 下 面 に 相 当 す る 第 三 領 域 の 通 孔 に シ ャ ン ク 部 を 下 方 か ら 挿 通 し 、 ホ ル ダ ー 部 上 面 に 相
当 す る 第 二 領 域 の 保 持 孔 に シ ャ ン ク 部 の 凹 溝 を 保 持 さ せ る こ と に よ り 、 ハ ン ガ ー 本 体 部 の
下 部 に 先 端 パ ー ツ を 吊 下 げ 保 持 す る と 同 時 に ホ ル ダ ー 部 の 形 状 を 確 定 す る の で 、 安 価 に 製
造 で き る ば か り で な く 、 先 端 パ ー ツ の セ ッ ト 及 び ハ ン ガ ー の 組 立 て を 容 易 か つ 短 時 間 で 行
う こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る ハ ン ガ ー は 、 先 端 パ ー ツ の セ ッ ト 前 に は 一 枚 の シ ー
ト 材 に 過 ぎ な い の で 、 多 数 枚 を 重 ね て 保 管 ・ 運 搬 で き 、 嵩 張 る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 保 形 用 側 板 部 に よ っ て 第 一 領 域 と 第 二 領 域 が 略 ９ ０ 度 の
折 り 状 態 に 保 形 さ れ る の で 、 第 一 領 域 に 対 し て ハ ン ガ ー 部 を 略 直 角 の 状 態 に 突 出 さ せ る こ
と が で き 、 陳 列 時 の 体 裁 を 整 え る こ と が で き る 。 ま た 、 第 二 領 域 が 保 形 用 側 板 に よ っ て 第
一 領 域 に 固 定 さ れ て い る の で 、 先 端 パ ー ツ を 保 持 孔 に 挿 し 込 む と き に 、 第 二 領 域 が 鋭 角 方
向 に 変 位 せ ず 、 押 込 み 力 が そ の ま ま シ ャ ン ク 先 端 か ら 保 持 孔 に 作 用 し て 比 較 的 容 易 に 先 端
パ ー ツ を ハ ン ガ ー に セ ッ ト す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ４ を 参 照 し つ つ 詳 説 す る 。
　 図 １ は 、 電 動 ド リ ル の ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ を 吊 下 げ 支 承 す る た め の 本 発 明 の 一 実 施 形 態
に 係 る ハ ン ガ ー の 展 開 状 態 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 、 折 線 に し た が っ て 折 り 曲 げ た 状 態 を 示
す 斜 視 図 、 図 ３ と 図 ４ は 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 と そ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 中 符 合 １ は 、 ハ ン ガ ー 本 体 で 、 厚 み 約 １ ｍ ｍ の １ 枚 の 合 成 樹 脂 製 シ ー ト 材 か ら 成 る 。 ハ
ン ガ ー 本 体 １ は 、 幅 広 の 短 冊 状 に 形 成 さ れ 、 長 さ 方 向 略 １ ／ ２ 箇 所 に 全 幅 に わ た る 谷 折 り
線 ２ が 設 け ら れ て い る 。 谷 折 り 線 ２ の 下 方 に は 、 所 要 の 間 隔 を お い て 第 一 の 山 折 り 線 ３ と
第 二 の 山 折 り 線 ４ が 設 け ら れ て い る 。 第 一 の 山 折 り 線 ２ と 第 二 の 山 折 り 線 ３ と の 間 隔 は 、
ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ の シ ャ ン ク 部 Ｓ の 基 端 か ら 凹 溝 に 至 る 長 さ と ほ ぼ 等 し い 長 さ に 設 定 さ
れ て い る (図 ４ 参 照 )。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ハ ン ガ ー 本 体 １ の 上 端 か ら 谷 折 り 線 ２ に か け て の 表 面 領 域 で あ る 第 一 領 域 ５ に は 、 上 部
に 、 陳 列 用 の フ ッ ク 部 材 に 掛 止 さ れ る 円 形 の 掛 止 孔 ９ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 一 領 域
５ に は 、 図 示 し な い 表 示 シ ー ル が 貼 着 さ れ る 。 表 示 シ ー ル に は 、 本 ハ ン ガ ー に 吊 り 下 げ ら
れ る 工 具 の 種 類 や 品 名 あ る い は 商 品 名 や ロ ゴ マ ー ク な ど が 印 刷 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
谷 折 り 線 ２ か ら 第 一 の 山 折 り 線 ３ に か け て の 表 面 領 域 で あ る 第 二 領 域 ６ に は 、 そ の 中 央 部
に 、 保 持 孔 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 保 持 孔 １ ０ は 、 ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ の シ ャ ン ク 部 Ｓ の
外 径 よ り 小 径 で 、 シ ャ ン ク 部 Ｓ に 形 成 さ れ た 凹 溝 Ｕ の 径 と ほ ぼ 等 し い か や や 大 き め の 径 を
有 す る 。 ま た 、 保 持 孔 １ ０ の 孔 周 縁 部 に は ８ 本 の 切 り 込 み １ ０ ａ が 放 射 状 に 切 り 込 ま れ 、
切 り 込 み 間 に ８ 個 の 爪 片 １ ０ ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 二 の 山 折 り 線 ４ か ら ハ ン ガ ー 本 体 １ の 下 端 に か け て の 表 面 領 域 で あ る 第 三 領 域 ７ に は 、
そ の 中 央 部 に 、 シ ャ ン ク 部 Ｓ を 挿 通 す る 円 形 の 通 孔 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 通 孔 １ １ は 、
シ ャ ン ク 部 Ｓ の 外 径 と ほ ぼ 等 し い か や や 小 さ め の 径 を 有 す る 。
第 一 の 山 折 り 線 ３ か ら 第 二 の 山 折 り 線 ４ に か け て の 表 面 領 域 で あ る 第 四 領 域 ８ は 、 そ の 上
下 幅 が 、 上 記 し た よ う に 吊 下 げ る ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ の シ ャ ン ク 部 Ｓ の 凹 溝 Ｕ か ら 基 端 部
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に 至 る 長 さ と ほ ぼ 等 し い 長 さ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ か ら 図 ４ を 参 照 し つ つ 使 用 状 態 を 説 明 す る 。
先 ず 、 ハ ン ガ ー 本 体 １ を 谷 折 り 線 ２ と 第 一 及 び 第 二 の 山 折 り 線 ３ ， ４ に し た が っ て 折 り 曲
げ る と 、 ハ ン ガ ー 本 体 １ は 、 そ の 下 部 に 、 図 ２ に 見 ら れ る よ う に 前 方 に 突 出 し た 略 コ 字 状
の ホ ル ダ ー 部 １ ２ が 形 成 さ れ る 。 こ の 状 態 で は 、 正 確 に は 、 図 示 し た も の と は 異 な り 、 ハ
ン ガ ー 本 体 １ の 材 質 上 、 第 四 領 域 ８ に 対 し て 第 二 領 域 ６ と 第 三 領 域 ７ が 鈍 角 方 向 に 離 反 す
る 方 向 に 弾 性 変 位 す る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 い で 、 ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ の シ ャ ン ク 部 Ｓ を 第 三 領 域 ７ の 下 方 か ら 通 孔 １ １ に 挿 込 み 、
シ ャ ン ク 部 先 端 に よ っ て 第 二 領 域 ６ の 保 持 孔 １ ０ を 押 し 広 げ る と 、 ８ 個 の 爪 片 １ ０ ｂ が シ
ャ ン ク 部 外 周 面 に よ っ て 一 旦 上 方 に 拡 開 し た 後 、 凹 溝 Ｕ の 箇 所 で 弾 性 復 帰 し て 凹 溝 内 に 嵌
ま り 込 む 。 第 四 領 域 ８ の 上 下 幅 が 、 凹 溝 Ｕ か ら シ ャ ン ク 部 Ｓ の 基 端 部 に 至 る 長 さ と ほ ぼ 等
し い 長 さ に な っ て い る 関 係 上 、 第 三 領 域 ７ の 下 面 は ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ の ソ ケ ッ ト 部 Ｔ １
に よ っ て 支 持 さ れ る 。 こ の た め 、 ホ ル ダ ー 部 １ ２ は 、 シ ャ ン ク 部 Ｓ が 挿 着 さ れ る こ と に よ
り 、 上 記 し た 弾 性 変 位 を 修 正 さ れ て 略 コ 字 状 の 形 態 を 保 つ 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
し た が っ て 、 後 は 、 掛 止 孔 ９ を 陳 列 用 フ ッ ク 部 材 に 引 っ 掛 け て 陳 列 す れ ば 良 い 。
ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ は 、 シ ャ ン ク 部 Ｓ の 凹 溝 Ｕ に 爪 片 １ ０ ｂ が 係 止 さ れ て い る の で 、 強 く
引 張 ら な い 限 り 、 ハ ン ガ ー か ら 外 れ る こ と は な い 。 ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ を 下 方 に 引 く と 第
三 領 域 下 面 に 対 す る ソ ケ ッ ト 部 Ｔ １ の 支 持 が 不 確 か な も の と な り 、 第 三 領 域 ７ と 第 二 領 域
６ が 前 記 し た 互 い に 離 反 す る 方 向 に 弾 性 変 位 し よ う と す る 。 こ の た め 、 保 持 孔 １ ０ に 対 し
て シ ャ ン ク 部 Ｓ を 垂 直 に 引 き 出 し に く く な り 、 こ れ に 伴 っ て 爪 片 １ ０ に 対 す る 作 用 力 が 不
均 等 に な っ て 、 ハ ン ガ ー か ら 挿 入 し た と き よ り も 強 い 力 で 引 か な い と 、 ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ
ｂ は ハ ン ガ ー か ら 外 れ な い 。
な お 、 第 四 領 域 に も 、 商 品 表 示 部 を 設 け る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ５ と 図 ６ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 係 る ハ ン ガ ー の 展 開 平 面 図 と 使 用 状 態 を 示 す 斜 視
図 で あ る 。
本 実 施 形 態 で は 、 ハ ン ガ ー 本 体 ２ １ の 第 一 領 域 ５ の 両 側 に 保 形 用 側 板 ２ ２ ， ２ ２ が 連 設 さ
れ て い る 。 保 形 用 側 板 ２ ２ は 、 斜 辺 部 ２ ２ ｂ と 下 辺 部 ２ ２ ａ を 備 え 、 下 辺 部 ２ ２ ａ に は 舌
片 ２ ３ が 垂 設 さ れ て い る 。 第 一 領 域 ５ と 保 形 用 側 板 ２ ２ と の 境 に は 、 保 形 用 側 板 ２ ２ を 第
一 領 域 前 方 に 向 け て 折 り 曲 げ る た め の 谷 折 り 線 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。
第 二 か ら 第 四 領 域 ６ ～ ８ は 、 第 一 領 域 ５ よ り も 幅 広 に 形 成 さ れ 、 第 二 領 域 ６ の 両 側 部 に は
、 上 記 舌 片 ２ ３ を 嵌 合 す る 溝 部 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
他 の 構 成 は 、 図 １ か ら 図 ４ に 示 し た 実 施 形 態 の 構 成 と 同 じ で あ り 、 同 一 部 材 及 び 部 分 に は
上 記 実 施 形 態 と 同 一 符 合 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の ハ ン ガ ー の 組 立 て と ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ の 装 着 状 態 を 説 明 す る と 、 先 ず 、 所 定 の 折 線
を ２ ～ ４ を 折 り 曲 げ て ハ ン ガ ー 本 体 ２ １ の 下 部 に ホ ル ダ ー 部 １ ２ を 形 成 す る 。 次 い で 、 保
形 用 側 板 ２ ２ を 第 一 領 域 ５ の 前 方 に 向 け 略 ９ ０ 度 に 谷 折 り し 、 舌 片 ２ ３ を 第 二 領 域 ６ の 溝
部 ２ ４ に 嵌 合 す る 。 こ れ に よ り 、 第 一 領 域 ５ と 第 二 領 域 ６ と が 略 ９ ０ 度 の 折 り 状 態 に 保 持
さ れ る 。
後 は 、 前 記 し た 実 施 形 態 の ハ ン ガ ー と 同 様 に ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ の シ ャ ン ク 部 Ｓ を 第 三 領
域 ７ の 下 方 か ら 通 孔 １ １ と 保 持 孔 １ ０ に 挿 し 込 め ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
保 形 用 側 板 部 ２ ２ に よ っ て 第 一 領 域 ５ と 第 二 領 域 ７ が 略 ９ ０ 度 の 折 り 状 態 に 保 形 さ れ る こ
と で 、 ホ ル ダ ー 部 １ ２ は 、 第 一 領 域 ５ に 対 し て 略 直 角 に 突 出 さ れ る 。 第 二 領 域 ６ が 保 形 用
側 板 ２ ２ に よ っ て 第 一 領 域 ６ と 一 体 化 さ れ る た め に 、 シ ャ ン ク 部 Ｓ を 保 持 孔 １ ０ に 挿 し 込
む と き に 、 第 二 領 域 ６ が 第 一 領 域 ５ に 対 し て 鋭 角 方 向 に 変 位 せ ず 、 押 込 み 力 が そ の ま ま シ
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ャ ン ク 先 端 か ら 保 持 孔 １ ０ に 作 用 す る こ と に な り 、 ビ ッ ト ソ ケ ッ ト Ｔ ｂ の ハ ン ガ ー へ の 装
着 を 楽 に 行 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ハ ン ガ ー の 展 開 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の ハ ン ガ ー を 折 線 に し た が っ て 折 っ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の ハ ン ガ ー の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 要 部 の 縦 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る ハ ン ガ ー の 展 開 平 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の ハ ン ガ ー の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 従 来 の ハ ン ガ ー の 一 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 図 ７ の ハ ン ガ ー の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 断 面 図 。
【 図 ９ 】 従 来 の ハ ン ガ ー の 他 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ ， ２ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ ン ガ ー 本 体
　 ２ ， ２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 谷 折 り 線
　 ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 一 の 山 折 り 線
　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 二 の 山 折 り 線
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 一 領 域
　 ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 二 領 域
　 ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 三 領 域
　 ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 四 領 域
　 ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 掛 止 孔
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 保 持 孔
１ ０ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 切 り 込 み
１ ０ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 爪 片
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 孔
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ホ ル ダ ー 部
２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 保 形 用 側 板
２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 舌 片
２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 溝 部
Ｔ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ビ ッ ト ソ ケ ッ ト
Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ャ ン ク 部
Ｕ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 凹 溝
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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